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平
成
十
八
年
五
月
二
十
日
発
行 

明
倫
自
治
連
合
会
広
報
委
員
会

 
 
 

発
行
部
数
２
０
０
０
部

    
題字：槇村正直 

 

 

平
成
十
八
年
度
自
治
連
合
会
総

会
が
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
講
堂
で

開
催
さ
れ
、
全
二
十
七
ヵ
町
の
内
、

委
任
状
提
出
の
四
町
を
含
め
、
参
加

町
数
は
二
十
六
ヵ
町
で
し
た
。 

◆ 

吉
田
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、

消
防
、
遺
族
会
な
ど
の
新
し
い
代
表

ご
紹
介
と
事
業
の
報
告
が
井
上
総

務
か
ら
な
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
十
七
年
度
決
算
が
市
田

会
計
か
ら
報
告
さ
れ
、
川
崎
会
計
監

査
の
監
査
報
告
の
あ
と
、
承
認
議
決

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
十
八
年
度

の
予
算
、
地
区
計
画
の
報
告
が
続
き
、

承
認
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
連
合
会
へ
の
負
担
金
改
定

に
つ
い
て
試
案
が
動
議
さ
れ
ま
し

た
が
、
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
総
会

に
お
い
て
決
議
す
る
段
階
に
至
っ

て
い
な
い
と
言
う
こ
と
で
、
各
ご
町

内
へ
持
ち
帰
り
、
町
内
会
討
議
を
経

て
、
今
年
度
中
に
臨
時
総
会
を
開
い

て
決
定
す
る
次
第
と
な
り
ま
し
た
。 

◆ 

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
明
倫
学
区
は

京
都
市
の
中
で
最
も
世
帯
数
が
増

加
し
た
地
域
で
す
。
ま
た
烏
丸
通
は

京
都
の
中
心
街
区
で
、
室
町
通
は
大

規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
に
よ
り
世
帯
数

が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

昨
今
の
子
ど
も
達
へ
の
防
犯
、
交

通
、
登
下
校
時
の
安
心
安
全
を
地
域

の
力
に
よ
っ
て
守
ら
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

 

明
倫
学
区
は
十
三
の
山
鉾
町
を
有
し
て

お
り
、
京
町
家
の
風
情
を
残
し
、
最
近
観
光

客
が
急
増
す
る
新
町
通
り
界
隈
な
ど
、
「
地

域
と
し
て
風
格
あ
る
ま
ち
」
を
創
り
上
げ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
自
治
連
合
会
館
も
正
式
に
京
都
市

と
使
用
契
約
を
交
わ
し
、
電
気
代
な
ど
の
維

持
経
費
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
る
に
、
会
計
報
告
に
よ
れ
ば
毎
年
二

十
数
万
の
赤
字
が
発
生
し
て
お
り
、
負
担
金

の
増
額
が
緊
急
課
題
と
な
っ
て
来
て
お
り

ま
す
。
去
年
も
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
改
定

依
頼
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
決
議
を
出

来
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。 

ど
う
か
次
回
の
臨
時
総
会
で
ご
承
認
頂

け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
記 

総
務 

井
上
） 

                 

 

負
担
金
改
定
の
お
願
い 

（
自
治
連
合
会
十
八
年
度
総
会
提
出
試
案
） 

 

近
年
の
自
治
連
活
動
に
対
す
る
資
金
不

足
、
急
激
な
世
帯
増
加
に
よ
る
各
種
委
員
会

活
動
の
赤
字
な
ど
、
資
金
障
害
が
目
立
つ
た

め
、
恐
縮
で
す
が
各
ご
町
内
か
ら
の
自
治
連

合
会
へ
の
負
担
金
の
増
額
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

原
則
と
し
て
公
平
・
明
文
化
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
解
り
や
す
く
す
る
た

め
に
、
「
町
割
」
と
「
戸
数
割
」
と
に
分
け

て
算
出
基
準
を
決
定
し
ま
す
。 

そ
の
際
、
烏
丸
通
に
面
す
る
四
町
と
そ
れ

以
外
の
二
十
三
町
に
つ
い
て
、
町
割
負
担
額

を
そ
れ
ぞ
れ
十
万
円
と
七
万
円
（
年
）
と
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
（
烏
丸
通
り
は

事
業
所
が
多
い
た
め
、
人
的
支
援
よ
り
も
、

金
額
的
ご
負
担
の
方
で
支
援
を
お
願
い
し

た
い
と
い
う
理
由
か
ら
）。 

ま
た
、
戸
数
割
に
つ
い
て
は
、
一
戸
当
り

五
百
円
・
年
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
現
在

町
会
費
を
負
担
さ
れ
て
い
る
戸
数
を
把
握

す
る
た
め
、
町
会
長
に
申
告
を
依
頼
し
て
い

ま
す
（
事
業
所
・
マ
ン
シ
ョ
ン
棟
数
・
全
戸

数
を
把
握
す
る
た
め
）。 

以
上
に
よ
り
、
現
状
負
担
額
よ
り
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
場
合
は
据
え
置
き
、
五
万
円
以
上

の
増
額
と
な
る
場
合
は
、
上
限
を
五
万
円
に

し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
り
、
３
頁
の
自
治

連
合
会
試
算
を
出
し
ま
し
た
。
次
年
度
よ
り

ど
う
か
宜
し
く
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

平成 18 年度自治連合会総会のご報告 

総会の様子 
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平
成
十
八
年
度 

役
員 

会
長 

 
 
 

吉
田
孝
次
郎
（
六
角
町
） 

副
会
長
兼
任 

会
計 

 
 

市
田
昌
生
（
炭
之
座
町
） 

総
務 

 
 

井
上
成
哉
（
三
条
町
） 

 
 
 
 
 
 

井
上
高
明
（
骨
屋
町
） 

会
計
監
査    

川
崎
栄
一
郎
（
三
条
町
） 

 

市
政
協
力
委
員
会 

委
員
長 

山
田
浩
三
（
六
角
町
） 

 
  

中
島
正
博
（
饅
頭
屋
町
） 

 

大
原 

修
（
七
観
音
町
） 

衣
川
雅
喜
（
手
洗
水
町
） 

 

今
西
太
一
（
筝
町
） 

荒
田
浩
司
（
烏
帽
子
屋
町
） 

尾
江
誘
紀
（
鯉
山
町
） 

村
中
正
明
（
山
伏
山
町
） 

 

猪
田
浩
市
（
菊
水
鉾
町
） 

池
垣
祐
喜
子
（
了
頓
図
子
町
）
奥
野
和
美
（
観
音
堂
町
） 

増
田
和
昭
（
三
条
町
） 

 
 

奥
村 

剛
（
百
足
屋
町
） 

吉
野
隆
光
（
小
結
棚
町
） 

 

市
田
昌
生
（
炭
之
座
町
） 

林 

里
美
（
御
倉
町
） 

 
 

橋
田
一
郎
（
衣
棚
町
） 

高
木
公
子
（
釜
座
町
） 

 
 

柴
田
光
雄
（
骨
屋
町
町
） 

竹
尾
総
一
郎
（
玉
蔵
町
） 

 

牲
川
俊
一
（
西
六
角
町
） 

垣
見
秀
彦
（
橋
弁
慶
町
） 

 

安
田
貴
子
（
姥
柳
町
） 

竹
内
伊
佐
夫
（
不
動
町
） 

 

松
田
秀
尾
（
占
出
山
町
） 

古
川 

晃
（
天
神
山
町
） 

 

正
木
慶
子
（
西
錦
小
路
町
） 

 

各
種
団
体 

委
員
長
・
会
長
等 

社
会
福
祉
協
議
会 

 

寺
江
信
子
（
六
角
町
） 

民
生
児
童
委
員
会 

 

八
田
典
子
（
炭
之
座
町
） 

共
同
募
金
委
員
会 

 

伊
藤
俊
子
（
天
神
山
町
） 

 

日
赤
奉
仕
団 

 
 
 

岸
本
克
啓
（
小
結
棚
町
） 

保
健
協
議
会 

 
 
 

井
上 

清
（
釜
座
町
） 

消
防
分
団 

 
 
 
 

吉
居
章
一
（
骨
屋
町
） 

防
犯
推
進
委
員
協
議
会 

浅
見
儀
明
（
鯉
山
町
） 

少
年
補
導
委
員
会 

 

島
田
紀
久
雄
（
百
足
屋
町
） 

体
育
振
興
会 

 
 
 

北
川
道
裕
（
百
足
屋
町
） 

文
化
協
議
会 

 
 
 

小
西
満
寿
子
（
百
足
屋
町
） 

祭
事
委
員
会 

 
 
 

中
尾
金
次
郎
（
天
神
山
町
） 

平
安
・
八
坂
婦
人
会 

岸
本
波
留
子
（
釜
座
町
） 

遺
族
会 
 
 
 
 
 

吉
居
圭
一
（
骨
屋
町
） 

婦
人
会 

 
 
 
 
 

玉
井
俊
子
（
西
錦
小
路
町
） 

 

交
通
安
全
委
員
会 

 

井
上
高
明
（
骨
屋
町
） 

明
寿
会 

 
 
 
 
 

五
藤
耕
之
助
一
（
西
錦
小
路
町
） 

身
体
障
害
者
会 

 
 

作
道
利
彦
（
不
動
町
） 

自
主
防
災
会 

 
 
 

酒
井
英
一
（
百
足
屋
町
） 

ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

井
上
成
哉
（
三
条
町
） 

広
報
委
員
会 

 
 
 

長
谷
川
明
（
釜
座
町
） 

 

京
都
御
池
中
学
校
新
校
舎
完
成
！ 

 

二
十
一
世
紀
に
入
り
京
都
市
で
初
め
て
建

設
さ
れ
た
中
学
校
、
京
都
御
池
中
学
。
三
月
二

十
二
日
、
御
池
柳
馬
場
に
校
舎
が
新
築
さ
れ
、

四
百
二
十
五
名
も
の
中
学
生
が
新
し
い
校
舎

に
入
り
ま
し
た
。 

十
四
学
区
で
作
る
「
御
池
会
」
か
ら
体
育
館

の
緞
帳
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

新
校
舎
は
京
都

御
池
創
生
館
と
名
付
け
ら
れ
、
御
池
通
り
に
面

し
て
進
々
堂
の
パ
ン
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
タ
リ
ア
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
３
店
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や

保
育
所
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◆ 

京
都
御
池
中
学
校
で
は
「
輝
き
あ
い
、
育
ち

あ
う
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
」
教
育
を
め
ざ
し
、
よ

り
地
域
と
共
に
手
を
携
え
あ
っ
て
の
教
育
方

針
を
策
定
、
「
け
や
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
明
倫
学
区
か
ら
は
二
十
四
名
の
中
学

生
が
通
っ
て
い
ま
す
。
各
学
区
に
も
「
け
や
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
便
り
」
と
し
て
毎
月
の
広
報
紙

が
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
読
み

下
さ
い
。 

       

●
地
区
計
画
の
方
針
（
案
）
を
京
都
市

に
提
出 

 

皆
様
と
と
も
に
明
倫
自
治
連
が

平
成
15
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
「
地
区
計
画
の
方
針
（
案
）」

づ
く
り
、
こ
の
間
の
ご
意
見
な
ど
を

集
約
し
、
去
る
３
月
30
日
付
で
京

都
市
長
宛
に
計
画
案
を
提
出
い
た

し
ま
し
た
。 

           

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
回
答
、
意
見

交
換
会
へ
の
ご
出
席
な
ど
、
学
区
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
「
地
区
計
画
の
方
針
（
案
）」

は
、
明
倫
学
区
の
「
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
と
方
針
」
を
定
め
る
も
の
で
、 

「
祇
園
祭
を
受
け
継
ぐ
風
格
の
あ

る
ま
ち
，
商
い
と
暮
ら
し
が
響
き
合

う
ま
ち 

明
倫
」
の
実
現
を
目
指
し
、 

○
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
文
化
が
薫
る

ま
ち
の
個
性
と
魅
力
を
高
め
る
。 

○
商
い
と
住
ま
い
の
共
存
を
図
り
、 

風
格
の

あ
る
美
し
い
街
並
み
を
つ
く
る
。 

○
だ
れ
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
、
交
流
豊

か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
。 

こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。 

５
月
１
日
付
で
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た

よ
う
に
、
こ
の
後
、
京
都
市
に
お
け
る
所
定
の

手
続
き
（
縦
覧
な
ど
、
図
参
照
）
を
経
て
計
画

決
定
・
告
示
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

                             ★
問
合
わ
せ
先 

京
都
市 

都
市
計
画
課
（
北
庁
舎
２
階
） 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
２
２
）
３
５
０
５ 

大島都市計画局長に計画案を 
提出する吉田会長 

明倫・まちづくりの目標と方針 都市計画決定へ！ 

（京都市における手続きの流れ） 

都市計画法に基づき，以下の手続きにより明倫の地区計画が都市計画決定されます。

※意見書の要旨は都市計画審議会に提出されます。 

◆
原
案
縦
覧 

（
手
続
き
中 

５
月
25
日
迄
） 

※
明
倫
学
区
内
の
土
地
所
有
者

等
が
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

（
６
月
１
日
迄
）。 

◇
明
倫
か
ら
計
画
案
提
出 

（
３
月
30
日
） 

◆
法
定
縦
覧 

※
明
倫
学
区
内
に
限
ら
ず
、
ど

な
た
で
も
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◆
都
市
計
画
審
議
会
で
の 

 

審
議
（
予
定 

７
月
） 

◆
都
市
計
画
決
定
・
告
示 

京都御池中学校新校舎



www.meirin-news.com         明倫ニュース第 1３号                   200６/5/20 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
－３－                       info@meirin-news.com

第
十
二
回 

玉
蔵
町 

 

西
洞
院
か
ら
六
角
新
町

の
急
な
坂
を
、
山
積
し
た

荷
台
を
引
い
た
馬
が
荒
い

息
を
吐
き
な
が
ら
登
っ
て

来
た
時
代
、
町
の
東
角
に

人
力
車
の
溜
め
場
が
あ
り
、

車
夫
が
待
機
し
て
い
た
大

正
末
期
に
玉
蔵
町
に
移
り

住
ん
だ
の
が
九
才
の
頃
で

し
た
。 

玉
蔵
町
一
帯
は
安
土
桃

山
時
代
の
茶
人 

広
野
了
頓
邸
の
跡
地
で
豊
臣

秀
吉
も
こ
の
地
を
度
々
訪
れ
た
と
か
。
六
角
通

が
表
門
で
徳
川
将
軍
の
御
成
門
が
あ
り
、
町
内

の
中
程
の
三
条
通
に
抜
け
る
通
り
は
無
か
っ
た

そ
う
で
す
。 

玉
蔵
の
名
は
そ
の
頃
か
ら
の
地
名
と
し
て
あ

り
、
現
在
の
了
頓
図
子
町
は
中
程
迄
表
通
が
玉

蔵
で
あ
っ
た
為
、
玉
蔵
了
頓
と
言
っ
て
い
た
と

か
で
明
治
以
後
に
三
条
ま
で
通
り
ぬ
け
が
許
さ

れ
た
と
言
い
ま
す
。 

町
内
南
側
に
は
町
家
風
商
家
が
並
び
北
側
は

小
商
売
の
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
時
中
は
疎

開
さ
れ
る
方
、
引
越
し
さ
れ
る
方
で
空
き
家
が

多
く
、
ひ
っ
そ
り
し
て
い
た
様
で
す
。
終
戦
後

大
商
家
に
は
二
十
人
、三
十
人
と
住
込
み
店
員
、

通
勤
店
員
さ
ん

等
五
十
人
、
百

人
の
お
店
で
賑

わ
い
ま
し
た
。 

町
内
に
も
戦

後
の
ベ
ビ
ー
ブ

ー
ム
が
あ
り
、

各
家
庭
に
二
人
、

三
人
の
子
供
達
も
増
え
、
昭
和
三
十
年
代
の
夏

休
み
は
バ
ス
一
台
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
毎
年
海

水
浴
に
行
く
の
が
子
供
達
の
楽
し
み
で
し
た
。 

そ
の
子
供
達
も
今
は
五
十
代
、
六
十
代
と
な

ら
れ
、
町
内
に
は
、
子
は
一
人
も
居
ら
れ
ず
昭

和
四
十
年
頃
か
ら
子
供
、
青
年
ゼ
ロ
人
と
い
う

現
象
が
今
も
続
き
、
高
齢
者
ば
か
り
で
学
区
の

行
事
も
お
手
伝
い
も
出
来
ず
、
片
身
の
狭
い
思

い
で
す
。 

平
成
時
代
に
入
り
、
大
商
家
も
五
階
四
階
建

て
の
ビ
ル
に
改
築
さ
れ
、
ワ
ン
ル
ー
ム
二
棟
も

出
来
、
次
々

変
わ
る
会
社

名
に
淋
し
く

感
じ
る
昨
今
、

昼
間
の
人
口

と
夜
間
の
人

口
が
三
分
の

一
と
な
り
心

細
さ
を
感
じ

ま
す
。 

百
年
前
よ

り
玉
蔵
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
先
代
も
故
人
と
な
ら
れ
、
ビ

ル
の
上
か
ら
眺
め
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

玉
蔵
町
に
は
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
た
行
事

も
何
も
無
く
、
今
日
ま
で
町
内
に
事
故
も
火
災

も
無
く
平
穏
に
過
ご
さ
れ
た
の
が
誇
り
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
年
頭
に
会
計
報
告
を
兼
ね
た

親
睦
食
事
会
が
あ
り
、
会
社
代
表
、
一
般
家
庭

の
方
々
も
参
加
す
る
の
が
唯
一
の
行
事
で
す
。 

何
年
先
に
な
る
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
一
人
息

子
が
こ
の
地
に
戻
り
、
地
域
の
お
手
伝
い
が
出

来
る
こ
と
を
念
じ
て
い
ま
す
。 

玉
蔵
町 

田
和 

第
７
回 

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
室
町
三
条 

 

所
在
地 

室
町
通
三

条
下
る
烏
帽
子
屋
町

４
８
２
番
地 

 マ
ン
シ
ョ
ン
の
特
徴 

 

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン

シ
ョ
ン
室
町
三
条
は
、

平
成
十（
１
９
９
８
）

年
二
月
か
ら
入
居
が

始
ま
り
、
鉄
骨
・
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

地
上
十
一
階
建
て
、

総
戸
数
三
十
四
戸
で
、

比
較
的
小
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
入
居
当
初
か
ら
オ
ー
ト

ロ
ッ
ク
で
す
が
、
そ
の
数
年
後
防
犯
面
を
強

化
す
る
た
め
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
、
ま
た
、

日
常
生
活
の
利
便
を
考
慮
し
て
宅
配
Ｂ
Ｏ
Ｘ

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。 

◆ 

管
理
組
合
は
、
年
に
一
回
定
期
総
会
を
開

催
、
理
事
会
は
不
定
期
で
す
が
年
に
数
回
開

催
し
、
い
ろ
い
ろ
と
協
議
し
て
お
り
ま
す
。 

特
に
、

防
犯
カ

メ
ラ
、

宅
配
Ｂ

Ｏ
Ｘ
の

設
置
や

光
フ
ァ

イ
バ
ー
の
導
入
等
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

全
員
の
意
識
調
査
や
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

全
員
が
よ
り
よ
い
住
環
境
を
目
指
し
て
意
見

交
換
を
行
い
各
種
設
備
の
充
実
に
つ
と
め
て

お
り
ま
す
。 

管
理
員
は
、
火
曜
日
と
金
曜
日
は
８:

３
０

～
１
７:

３
０
、そ
の
他
の
曜
日
は
近
隣
と
掛

持
ち
、
土
曜
日
は
８:

３
０
～
１
２:

０
０
勤

務
。
児
童
は
１
～
２
人
で
主
だ
っ
た
行
事
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

◆ 

町
内
会
・
祇
園
祭
・
自
治
連
合
会
と
の
関
り 

 

町
内
会
に
対
し
て
は
管
理
組
合
と
し
て
町

内
会
費
を
納
め
て
お
り
、
各
種
行
事
へ
の
参

加
は
各
個
人
（
個
戸
）
の
自
主
性
を
重
ん
じ

て
お
り
ま
す
。
祇
園
祭
や
明
倫
自
治
連
合
も

現
在
は
個
人
参
加
で
す
が
、
管
理
組
合
と
し

て
の
取
組
み
等
は
今
後
の
課
題
で
す
。 

記 

管
理
組
合 

          第
十
五
回 

『
一
月 

お
正
月
』 

 

新
年
最
初
の
夜
話
は
、「
年
の
始
め
」の
参

加
者
全
員
に
よ
る
斉
唱
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

明
倫
学
区
の
女
性
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

お
正
月
の
思
い
出
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。 
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お
正
月
の
準
備
や
「
こ
と
は
じ
め
」
に
つ

い
て
、
年
を
こ
え
て
、
元
旦
の
家
族
で
の
ご

挨
拶
、お
年
始
周
り
、お
雑
煮
の
こ
と
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
話
題
で
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。 

             

そ
の
折
、
お
椀
の
話
題
に
な
り
、
な
ぜ
男

性
が
赤
い
色
で
、
女
性
が
黒
な
の
か
と
い
う

疑
問
が
出
ま
し
た
。 

◆ 

先
般
、
橋
弁
慶
山
町
の
那
須
さ
ん
か
ら
資

料
（
岩
上
力
著
）
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
赤
い
色
を
塗
る
こ
と
に
よ
っ
て
た

だ
の
器
に
魂
を
吹
き
込
み
、
そ
の
器
を
生
あ

る
も
の
と
し
て
大
切
に
扱
っ
て
き
た
こ
と
、

ま
た
、
赤
い
色
は
人
間
の
血
液
を
表
現
し
た

も
の
と
い
う
説
明
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。 

女
性
の
黒
は
、
黒
色
を
女
性
と
し
た
陰
陽

道
の
思
想
か
ら
き
て
い
る
と
か
、
何
度
も
塗

り
重
ね
て
い
く
う
ち
に
黒
く
な
っ
た
な
ど
、

様
々
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、
結
局
の
と
こ
ろ

は
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 
 

 

第
十
六
回 

『
鯉
山
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
』 

島
田 

崇
氏
（
鯉
山
誌
編
纂
） 

山
本 

彰
彦
氏
（
鯉
山
保
存
会
理
事
長
） 

 

鯉
山
の
財
団
法
人
四
十
五
周
年
記
念
誌
出

版
に
あ
た
り
、
昭
和
五
十
五
年
当
時
の
理
事

長
、
野
口
安
左
衛
門
氏
と
共
に
鯉
山
誌
を
編

集
さ
れ
た
島
田
崇
氏
が
そ
の
任
を
引
き
受
け

ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
お
話
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

鯉
山
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
つ
い
て
は
元
理

事
長
の
野
口
氏
が
心
血
を
注
い
で
調
査
を
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
ご
一
緒
に

ま
と
め
ら
れ
た
の
が
島
田
氏
で
す
。 

◆ 
島
田
氏
に
よ
る
と
、
祇
園
祭
の
魅
力
は
異

国
情
緒
に
満
ち
て
い
る
こ
と
で
、
染
織
品
約

九
百
点
の
三
分
の
一
は
渡
来
品
、
中
国
、
朝

鮮
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
そ
う
で

す
。
他
に
は
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
ペ
ル
シ

ャ
が
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
も
の
は
珍
し
か

っ
た
よ
う
で
す
。 

鯉
山
の
タ

ペ
ス
ト
リ
ー

は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
来
た

羊
毛
で
す
。

羊
毛
を
か
け

た
の
は
、
凾

谷
鉾
が
最
も

早
か
っ
た

（
一
七
一
二

年
・
享
保
三

年
）よ
う
で
、

柄
に
つ
い
て
は
、旧
約
聖
書
か
ら
の
題
材（
禁

制
の
宗
教
図
）
だ
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
鯉
山
（
一
七
九
六
年
・
寛
政
六

年
）
が
、
文
化
・
文
政
に
な
っ
て
鶏
鉾
（
一

八
〇
〇
年
）
や
白
楽
天
山
、
霰
天
神
山
が
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
を
か
け
ま
し
た
。 

大
津
祭
、
長
浜
祭
に
も
同
様
の
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
日
本
に
入
っ
て

き
た
の
か
、
ど
の
く
ら
い
の
値
段
だ
っ
た
の

か
、
ど
ん
な
風
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
か
、

謎
解
き
の
よ
う
に
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

◆ 

山
本
理
事
長
か
ら
は
、
現
在
の
お
祭
り
に

つ
い
て
う
か
が
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
後
祭

で
静
か
な
お
祭
り
だ
っ
た
の
が
、
変
わ
っ
て

き
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
お
町
内
も
５
～

６
軒
だ
っ
た
と
こ
ろ
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
、

多
く
の
方
が
住
ま
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
（
一
三
五
軒
）。 

新
し
い
方
々
の
参
加
も
考
え
て
、
お
祭
り

の
執
行
方
法
も
新
し
く
さ
れ
ま
し
た
。
鯉
山

保
存
会
と
は
別
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
方
々
を
中

心
に
し
た
鯉
山
友
の
会
が
発
足
し
、
お
祭
り

に
興
味
を
も
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
の
協

力
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

お
手
伝
い
や
不
寝
番
、
ご
み
掃
除
へ
の
参

加
、お
祭
り
以
外
に
も
鯉
山
を
通
じ
て
お
茶
、

お
花
の
サ
ー
ク
ル
が
出
来
、
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。 

新
旧
一
緒
に
な
っ
て
和
や
か
に
、
楽
し
く

お
祭
り
の
執
行
を
さ
れ
て
い
る
鯉
山
保
存
会

と
友
の
会
、
お
祭
り
を
通
じ
た
輪
は
ま
す
ま

す
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

記 

小
島 

委
員
会
活
動 

社
会
福
祉
協
議
会 

四
月
二
十
二
日
い
き
い
き
サ
ロ
ン
が
元
明

倫
幼
稚
園
遊
戯
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、御
池
柳
馬
場
に
新
設
さ
れ
た「
御

池
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
よ
り
、
主
任

介
護
支
援
専
門
員
の
細
谷
氏
と
社
会
福
祉
士

の
和
泉
氏
の
お
二
方
を
お
招
き
し
て
高
齢
者

支
援
の
い
ろ
い
ろ
な
仕
組
み
の
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

会
場
は

予
想
を
上

回
る
参
加

者
で
現
実

的
な
質
問

が
出
た
り
、

後
藤
さ
ん

の
指
導
に

よ
り
全
員

で
座
っ
た

ま
ま
出
来

る
健
康
体

操
を
し
た

り
と
活
発
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

昼
食
に
は
会
場
で
松
葉
さ
ん
が
寿
司
を
に

ぎ
り
、
て
ん
ぷ
ら
等
も
い
た
だ
き
思
わ
ぬ
ご

馳
走
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。 

午
後
に
は
倫
の
会
と
共
に
童
謡
を
合
唱
し

て
会
場
は
和
や
か
な
う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
運
営
を
支
え
て

お
ら
れ
る
寺
江
さ
ん
始
め
関
係
者
の
方
々
お

疲
れ
様
で
し
た
。 

記 

佐
藤 

お正月の祝い方で話が弾む 
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防
犯
推
進
委
員
協
議
会 

 
防
犯
推
進
の
活
動
目
的
は
「
安
全
・
安
心
の

街
づ
く
り
」
に
あ
り
、
地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス
の

編
集
・
伝
達
、
防
犯
に
関
す
る
意
見
・
要
望
の

と
り
ま
と
め
、
防
犯
座
談
会
・
防
犯
講
習
会
な

ど
の
開
催
、
危
険
箇
所
・
防
犯
灯
な
ど
の
点
検
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
各
種
地
域
安
全
活
動
へ
の

参
加
呼
び
か
け
等
を
適
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
義
務

感
で
活
動
す
る
の
で
な
く
、「
楽
し
く
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
防
犯
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
活
動

を
し
て
い
ま
す
。 

委
員
は
８
名
で
月
１
回
全
員
集
合
し
て
欠

席
者
も
な
く
、
雨
の
日
も
風
の
強
い
日
も
、

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
と
書
か
れ
た
反
射
板
の

付
い
た
タ
ス
キ
を
か
け
、
パ
ト
ロ
ー
ル
灯
を
片

手
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。 

活

動

を

通
し
て
今

ま
で
気
付

か
な
か
っ

た
街
の
一

面
を
知
り
、

ま
た
街
の

変
化
に
関

心
を
覚
え

ま
す
。
同
じ

意
識
を
も

つ
委
員
と
の
語
ら
い
は
楽
し
く
、
年
に
数
回
の

食
事
会
の
賑
わ
い
が
、
良
き
委
員
に
恵
ま
れ
た

こ
と
証
し
で
す
。 

委
員
の
望
み
は
、
こ
の
楽
し
い
グ
ル
ー
プ
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
「
人
の
お
役

に
立
ち
な
が
ら
、
自
分
の
住
む
街
を
知
り
た

い
」
と
思
わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
防
犯
推
進
協
議

委
員
会
に
参
加
下
さ
い
。 

メ
ン
バ
ー
は
那
須
（
橋
弁
慶
）
、
奥
村
（
炭

之
座
）
、
山
田
（
百
足
屋
）
、
川
勝
（
姥
柳
）、

大
橋
（
御
倉
）、
向
井
（
骨
屋
）
、
杉
田
・
浅
見

（
鯉
山
）
の
八
名
で
す
。 記 

浅
見
（
鯉
山
町
） 

 

消
防
分
団 

平
成
十
八
年

四
月
一
日
よ
り
、

分
団
長
に
吉
居

章
一
氏
（
写
真
、 

骨
屋
町
）
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
吉

居
氏
は
平
成
七
年
よ
り
分
団
活
動
に
従
事
さ

れ
て
い
る
十
二
年
目
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。 

前
団
長
の
和
田
氏
、
前
々
団
長
の
永
井
氏
の

退
団
に
よ
り
分
団
員
数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。 

(

現
在
十
六
名)

文
化
財
の
多
い
明
倫
学
区

を
火
災
か
ら
守
る
為
に
も
入
団
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 （

２
２
１
）
２
６
９
５
吉
居
、
ま
で 

 

～
緊
急
出
動
録
～ 

・
一
月
十
三
日
午
後
十
時
九
分 

山
伏
山
町 

七
名
出
動 
発
報
事
故 

・
二
月
四
日
午
後
十
一
時
五
十
九
分 

 
 

鯉
山
町 

三
名
出
動 

発
報
事
故 

・
二
月
七
日
午
後
八
時
四
十
五
分 

 
 

御
倉
町 

五
名
出
動 

発
報
事
故 

 ＊
発
報
事
故 

火
災
報
知
器
な
ど
の
誤
作
動

に
よ
る
通
報
事
故
の
こ
と 

 

中
京
消
防
団
総
合
査
閲 

五
月
二
十
一
日
（
日
）
午
前
七
時
よ
り 

島
津
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
御
池
通
春
日
西
入
る
北

側
）
で
行
わ
れ
ま
す
。 

皆
様
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

祭
事
委
員
会 

本
年
十
月
二
十
二
日
、
平
安
神
宮
の
時
代
祭

が
執
行
さ
れ
ま
す
。
京
都
千
二
百
年
の
ロ
マ
ン

を
語
る
美
し
い
歴
史
絵
巻
で
す
。 

今
年
の
明
倫
学
区
は
、
壱
番
大
将
を
出
す
当

番
に
な
っ
て
お
り
、
秋
の
京
洛
を
鎌
倉
時
代
の

流
鏑
馬
（
や
ぶ
さ
め
）
列
の
先
頭
で
威
風
堂
々

闊
歩
し
ま
す
。 

時
代
祭
は
、
市
民
一
人
一
人
が
主
役
。
明
治

二
十
八
年
に
生
ま
れ
て
以
来
、
市
民
の
祭
り
と

し
て
息
づ
い
て
き
ま
し
た
。
東
京
遷
都
後
に
疲

弊
し
た
京
都
を
鼓
舞
激
励
し
た
心
意
気
が
時

代
祭
で
す
。 

流
鏑
馬
列
は
、
承
久
三
年
、
後
鳥
羽
天
皇
が

朝
威
回
復
の
た
め
催
さ
れ
た
も
の
を
模
し
た

狩
装
束
の
射
手
武
士
列
。
豪
華
絢
爛
、
古
来
よ

り
伝
わ
る
技
法
に
よ
る
衣
装
で
行
進
し
ま
す
。 

明
倫
校
に
て
行
列
の
準
備
を
す
る
こ
と
に

為
っ
て
い
ま
す 

学
区
こ
ぞ
っ
て
お
祭
り
を

お
楽
し
み
且
つ
御
協
力
く
だ
さ
い
。
是
非
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

中
尾 

 

交
通
安
全
委
員
会 

少
年
補
導
委
員
会 

防
犯
推
進
委
員
協
議
会 

三
委
員
会
共
同
で
高
倉
小
学
校
の
児
童
の

ポ
ス
タ
ー
を
、
三
月

中
旬
に
二
週
間
、
学

区
内
の
お
宅
の
前

に
展
示
し
て
、
交
通

安
全
そ
の
他
の
マ

ナ
ー
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
（
中
京
区

に
ぎ
わ
い
の
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
）
。 

 

明
寿
会 

 

毎
月
一
回
二
条
城
の
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

お
手
伝
い
の
で
き
る
方
は
五
藤
（
西
錦
小
路

町
）
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
日
程
は
以
下
の

通
り
で
す
。 

・
六
月
六
日
（
七
・
八
月
は
お
休
み
） 

・
九
月
六
日
、
十
月
六
日
、
十
一
月
六
日 

・
十
二
月
六
日 

 

婦
人
会 

 

今
年
度
の
取
組
予
定 

・
七
月
二
十
三
日 

高
倉
祭
り
盆
踊
り
参
加
、

子
供
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
輪
に
な
っ
て
踊

り
ま
す
。 

・
九
月 

敬
老
会
の
お
手
伝
い
。 

・
十
二
月 

講
習
会(

花
等)

、
お
餅
つ
き
手
伝

い
等
、
予
定
し
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
町
内
回
覧
板
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 

体
育
振
興
会 

 

今
年
度
の
取
組
予
定 

・
五
月
十
四
日 

中
京
区
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
参
加 

・
七
月
二
十
三
日 

高
倉
祭
り
ゲ
ー
ム
手
伝
い 

・
八
月
十
二
日 

 

高
倉
プ
ー
ル
当
番 

・
十
月
八
日 

 
 

明
倫
運
動
会 

・
十
二
月 

 
 
 

餅
つ
き 

・
三
月
十
八
日 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ 

 
 
 
 

去
る
三
月
十
二
日
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
百

二
十
五
名
の
参
加
者
に
よ
り
盛
大
に
開
催
で

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

北
川 
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明
倫
自
主
防
災
会 

日
頃
は
何
か
と
御
協
力
頂
き
ま
し
て
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、新
年
度
を
迎
え
ま
し
て
役
員
会（
各

町
内
の
部
長
、
副
部
長
）
を
来
る
五
月
三
十

日
（
火
）
午
後
七
時
～
八
時
三
十
分
に
元
明

倫
幼
稚
園
遊
戯
室
（
芸
術
セ
ン
タ
ー
前
）
に

て
開
き
ま
す
。 

議
題
と
し
て
『
他
学
区
の
活
動
状
況
と
今

年
度
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
＆
そ
の
他
』
を

中
心
に
、
皆
様
の
意
見
又
は
要
望
を
当
会
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る
、 

＝
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
＝ 

に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 

自
主
防
災
会 

副
会
長 

道
家
秀
明 

          

気
楽
に
太
極
拳
を
始
め
ま
せ
ん
か
？ 

        

「
チ
ー
シ
、
イ
エ
マ
ー
フ
ェ
ン
ゾ
ン
・
・
・
」

男
女
二
十
数
名
が
、
田
水
先
生
（
興
友
太
極
会
）

の
指
導
の
も
と
、
太
極
拳
を
楽
し
ん
で
ん
で
お

り
ま
す
。 

日
常
生
活
で
あ

ま
り
使
わ
な
い
筋

肉
を
準
備
体
操
で

身
体
を
ほ
ぐ
し
、
テ

ー
プ
の
音
楽
が
流

れ
る
な
か
、「
太
極

拳
入
門
」「
簡
化
二

四
式
太
極
拳
」
を
演

武
し
て
ま
す
。 

中
京
保
健
所
の

保
健
師
・
藤
川
さ
ん

は
「
加
齢
と
と
も
に
神
経
障
害
な
ど
が
出
て
、

足
腰
が
弱
く
な
り
転
び
や
す
く
な
る
→
転
ぶ

と
骨
が
折
れ
た
り
、
筋
肉
を
傷
め
る
→
安
静
に

す
る
事
で
閉
じ
こ
も
り
や
寝
た
き
り
に
な
っ

て
し
ま
う
。」
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
良
く
な
り
転
倒
防
止
の

た
め
に
。
世
話
役
の
向
田
さ
ん
は
「
太
極
拳
教

室
当
初
に
比
べ
た
ら
、
み
ん
な
姿
勢
が
良
う
な

っ
た
は
る
な
ぁ
。」
気
の
流
れ
が
良
く
な
り
心

と
身
体
が
癒
さ
れ
ま
す
。
美
容
と
健
康
の
た
め

に
も
、
気
楽
に
太
極
拳
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。 

毎
月
第
一
、
二
、
三
木
曜
日
の
午
前
十
時
か

ら
十
一
時
三
十
分
頃
ま
で
、
元
生
祥
小
学
校

（
富
小
路
通
六
角
下
る
）
の
体
育
館
で
行
っ
て

お
り
ま
す
。 

お
問
合
せ
は
、
中
京
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

サ
ー
ク
ル
太
極
拳
部
ま
で
、
会
費
は
月
三
回
で

一
、
０
０
０
円
で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

鯉
山
町 

赤
井
又
三
郎 

Ｄ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

 

★
中
京
区
卓
球
大
会
（
一
月
二
十
二
日
） 

 

明
倫
卓
球
部
は
、

一
部
（
上
級
）

と
三
部（
初
級
）

に
出
場
し
、
三

部
は
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。 

  

 

★
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
（
三
月
五
日
） 

今
年
も
百
二
十
五
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

す
っ
か
り
新
旧
住
民
に
定
着
し
た
ボ
ー
リ
ン

グ
大
会
が
嵯
峨
ニ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
、
ス
ト

ラ
イ
ク
の
賞
品
め
ざ
し
て
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
大
会
で
し
た
。 

 

男
子
優
勝 

浅
田
英
夫

氏(

骨
屋

町) 
 
 

５
０
２
点 

(

３
ゲ
ー
ム

ト
ー
タ
ル)

、  

女
子
優
勝 

山
内
敬
子 

 
 

氏(

観
音
堂

町
、
写
真)

 

 

４
１
０
点 

(

３
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル) 

 

 

 
♞

ペ
ト
ロ
フ
コ
ン
サ
ー
ト♞

 

第
六
回
（
一
月
二
十
九
日
） 

｢

合
唱
と
ピ
ア
ノ｣ 

 

京
都
音
楽
教
育
の
会
合
唱
団 

 指
揮 工

藤
吉
郎 

ピ
ア
ノ
独
奏 

 
 

大
西
新
吾 

 ボ
ヘ
ミ
ヤ

民
謡
や
モ
ー
ツ

ア
ル
ト
魔
笛
の 

ア
リ
ア
な
ど
親

し
み
や
す
い
合

唱
曲
に
、
大
勢

の
聴
衆
か
ら
盛

大
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
ペ
ト

ロ
フ
ピ
ア
ノ
の

存
在
を
を
発
見

し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
披
露
さ
れ

ま
し
た
。 

講
堂
を
横

長
に
使
っ
た
配

置
も
新
鮮
に
映

り
ま
し
た
。 
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京都芸術センター スケジュール 
■伝統芸能 
①継ぐこと伝えること32「現代によみがえる古典－上方舞」 

伝統芸能の「今」を伝えるこの企画。本年度は、「現代によみがえる古典」

というテーマで、古典の演目が、いかに工夫され、新たなかたちで現在に存

在するのかに注目します。 

日時：6月10日（土）19:00開演 

会場：講堂 

出演：楳茂都梅衣華（うめもと うめきぬはな） 

    上村和歌子（うえむら わかこ） 

司会：宮辻政夫（毎日新聞社専門編集委員） 

チケット：一般前売 1,800円 

      当日   2,000円 

      高校生以下 500円 

京都芸術センターチケット窓口まで。 
②「百花謡乱－千手」（能の素謡の企画） 
企画・構成：味方團（観世流能楽師シテ方） 

ナビゲーター：田茂井廣道（同上） 

日時：7月3日（月）19:00開演 

会場：大広間 

出演：河村晴道、吉浪壽晃、大江信行、味方團、田茂井廣道 

入場料：1,000円（当日支払い） 

お電話で事前にお申し込みください。（電話：075－213-1000） 
■演劇 
①五反田団公演「ふたりいる景色」 
日時：5月25日（木）・26日（金）19:30 

27日(土)15:00 / 19:30 

28日(日)15:00 

＊5月 26日終演後アフタートークあり 

会場：フリースペース 

作・演出：前田司郎（五反田団主宰・劇作家・演出家） 

出演：金替康博（ＭＯＮＯ），後藤飛鳥（五反田団）， 

    立蔵葉子（青年団），望月志津子（五反田団） 

チケット：1,500円 

五反田団（０９０－２９１５－４９９４）への電話予約のみ 

②黒テント「ど」 
日時：6月2日（金）19:00開演 

会場：講堂 

演出：山元清多 

出演：内沢雅彦、木野本啓、宮崎恵治 ほか 

チケット：一般前売3,500円、学生前売：2,500円、当日4,000円 
■音楽 
○明倫レコード倶楽部其の19 「夏にふさわしい音楽集」 

ヘンデルの「王宮の花火の音楽」、コルサコフの「シェヘラザード」など、

暑い夏を吹き飛ばすにふさわしい？！名曲をどうぞお楽しみください。 

日時：7月9日（日）14:00開演 

会場：講堂 

司会・進行：亀村正章 

料金：500円 

申込み：催し名・住所・氏名・電話番号を明記の上、電話、FAX,E-mail 

いずれかの方法で、芸術センターまで事前にお申し込み下さい。先着順。 

次
回
は 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
ペ
ト
ロ
フ
で
ジ
ャ
ズ

．
．
．
．
．
．
．
．
』 

 

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
を 

杉
山
貴
裕

ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
（
京
大
ジ
ャ
ズ
サ
ー
ク
ル
）
で
お

楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

六
月
二
十
五
日(

日)

夜
７
時
よ
り 

 

芸
術
セ
ン
タ
ー
講
堂
に
て 

入
場
料 

一
〇
〇
〇
円
＋
志
納
金 

第
七
回
（
四
月
一
日
） 

｢
尺
八
と
ピ
ア
ノ｣

の
デ
ュ
オ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お
馴
染
み

の
植
村
さ
ん

の
ピ
ア
ノ
独

奏
に
よ
る
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
、

プ
ー
ラ
ン
ク

と
い
う
今
ま

で
と
は
違
っ

た
曲
目
の
演
奏
と
、
岩
本
み
ち
子
さ
ん
の
尺

八
に
よ
る
「
福
田
蘭
童
作 

尺
八
名
曲
集
」

と
い
う
大
変
珍
し
い
組
み
合
わ
せ
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
。 

違
和
感
の
無
い
響
で
音
楽
の
持
つ
魅
力

に
引
き
込
ま
れ
る
演
奏
に
な
り
ま
し
た
。 

長
谷
川 

    

 

編
集
後
記 

 

確
か
、
編
集
後
記
を
書
く
の
は
初
め
て
じ

ゃ
な
い
か
な
？
編
集
も
し
て
な
い
の
に
、

「
後
記
」
を
書
く
な
ん
て
…
。 

 

今
回
は
総
会
の
日
時
が
ず
れ
た
た
め
に
、

締
切
も
大
幅
に
延
ば
し
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
に

は
と
て
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
ス

ミ
マ
セ
ン
。 

学
区
の
世
帯
過
半
数
を
超
え
た
、
新
し
い

マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
々
が
「
明
倫
ニ
ュ
ー
ス
」

の
編
集
に
加
わ
っ
て
、
よ
り
新
し
い
風
を
感

じ
さ
せ
て
欲
し
い
モ
ノ
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
上
成
哉 


